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【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 1472000932 
事業の開始年月日 平成１６年６月１日 

指 定 年 月 日 平成２８年６月１日 

法 人 名 有限会社 ヒューマンライフサービス 

事 業 所 名 グループホーム 悠悠苑平塚事業所 

所 在 地 

 
（〒２５４－００１２ ） 
 
平塚市大神２１０８－１ 

サービス種別 
 

定 員 等 

 □ 小規模多機能型居宅介護 

登録定員  名 

通い定員 名 

宿泊定員 名 

 ☑ 認知症対応型共同生活介護 
定員計 １８名 

ﾕﾆｯﾄ数 ２ﾕﾆｯﾄ 

自己評価作成日 平成３０年２月２５日 評 価 結 果 
市町村受理日 

平成30年5月29日 

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先  
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
 
 全職員がご利者様・ご家族様に選んで良かったと思って頂けるグループホー
ムを目指しています。ご利用者様の目線で、待つ介護・寄り添う介護を行い、
そこから見えて来るニーズを職員間で共有し、同じサービスを提供する事に努
めています。ご利用者様に安心・安全、笑顔のある暮らしを提供出来る様、チ
ームの一員として何をするべきか、自らの目標を掲げ、研修等に積極的に参加
し、ケアの向上に努めます。 
また、利用者様が、住み慣れた地域で安心して暮らせる様、また、地域の一員
として繋がりが持てる様、地域行事に参加させて頂く、地域の方々に苑行事に
参加して頂く、地域ボランティアの受け入れ等、地域との連携を深め、地域の
中に自然に存在する「お年寄りの家」を目指します。 

 
 
 
 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 公益社団法人 かながわ福祉サービス振興会 

所 在 地 横浜市中区山下町23 日土地山下町ビル 9階 

訪 問 調 査 日 平成30年3月19日 評 価 機 関 
評 価 決 定 日 

平成30年5月21日 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
 
【事業所の概要】 
 この事業所は、JR東海道線平塚駅からバスで約20分、バス停から徒歩5分程の住宅地に 
立地している。近隣には、由緒ある神社、大きな敷地の住宅、養蜂農家、スーパーマー
ケットなどがあり、間近に丹沢の山塊が臨める地域である。建物は、軽量鉄骨造2階建
で、各階に1ユニットずつ、2ユニット18名定員の事業所である。 
【理念の実践】 
 開設当初からの事業所理念「ゆったりと、心穏やかに、尊厳を大切に、笑顔あふれる
日々」と、理念実践のため、職員が話し合って毎年策定している「介護目標」「事業所
目標」を、事務室、廊下に掲示している。特に事業所理念は、名札の裏面に記載し、毎
朝の申し送り時に唱和している。利用者に「笑顔あふれる日々」を送っていただくため
に、職員も笑顔を絶やさないケアをしている。利用者は、職員と一緒に調理や掃除の手
伝い、園芸活動など出来ることをして、ゆったり、心穏やかな日々を過ごしている。 
【利用者本位の生活を工夫】 
 玄関やユニット出入口は施錠せず、居室の窓は自由に大きく開閉できるなど開放的な
事業所となっている。利用者本位の生活のため、日常会話や態度、表情を見て意向の把
握に努めている。民謡ボランティアの来訪、幼稚園児との交流などで、利用者の表情が
緩む時は意向を把握する機会となっている。入浴は、週2回を基本として声掛けをしてい
るが、利用者の意向を尊重して入浴時間は柔軟に対応している。排泄介助も、排泄パタ
ーンを把握してタイミングをみて誘導している。 
【地域との交流】 
事業所では、地域の盆踊り、避難訓練、神社祭り、公民館祭り、清掃活動など地域と

の交流に努め、地域での認知症理解の取り組みを進めている。家族からは「地域の方が
温かい」と感謝の声が寄せられている。 

 
【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】 

評価項目の領域 自己評価項目 外部評価項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 １ ～ １４ １ ～  ７ 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 １５ ～ ２２ ８ 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント ２３ ～ ３５  ９ ～ １３ 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 ３６ ～ ５５ １４ ～ ２０ 

Ⅴ アウトカム項目 ５６ ～ ６８  

     自己評価及び外部評価結果 



 
 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

 1，ほぼ全ての利用者の 

○ 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

 1，毎日ある 

○ 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安な区過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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ユニット名 １階 

 
 
 
63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

〇 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

○ 1，大いに増えている 

 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

〇 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 
 
 



自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている 

毎日、朝の申し送り時に復唱してい

る。また、名札の裏に記載し、いつ

も確認できるよう配慮している。職

員同志で、常日頃から理念に基づ

き、笑顔で穏やかに過ごせるよう実

践に努めている。 

理念は、開設時にオープニングスタッ
フが話し合って作成したものである。
事務室、廊下に掲示、職員名札裏に印
刷し、毎朝の申し送り時に唱和して共
有している。また、理念実践のため、
職員が話し合って、毎年「介護目標」
「事業所目標」を作成している。理念
にある「笑顔あふれる日々」のため
に、職員は、明るい笑顔でのケアに努
めている。 

 

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している 

買い物・散歩時等でお互い挨拶を交

わしている。公民館行事・自治会行

事・子供みまもり隊等、積極的に参

加させて頂いている。また、近隣の

幼稚園・保育園・学童・中学校との

交流・看護学生の実習の受け入れを

している。 

自治会に加入し、地域の盆踊り、避難
訓練、寄木神社祭り、大掃除、どんど
焼き、公民館祭りに参加している。近
隣幼稚園との交流会や民謡ボランティ
ア等の来訪がある。事業所の悠悠祭り
には、中学生がボランティアとして来
訪している。買物や散歩で、地域の方
と顔なじみの関係ができ、挨拶を交わ
している。 

 

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている  

道路に面して入りやすい併設の居宅

支援事業所を窓口にして、地域の方

が見学・遊びに来られ案内してい

る。地域ボランティアの受け入れ・

地域行事への参加を通して、支援を

受けている認知症の方の笑顔を見て

頂き理解を深めて頂いている。 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている 

２ヶ月に１度リビングにて開催、活

動報告をしている。構成員と意見交

換を行い、災害時の連携・地域との

連携等を検討、サービス向上に努め

ている。 

2カ月1回開催しており、自治会長、民
生委員、地区社協役員、地域包括支援
センター職員、家族が参加している。
入居者情報、行事、事故対応、職員異
動の報告をしている。地域包括支援セ
ンター職員から地域情報として、コグ
ニサイズプログラム、リフレッシュプ
ラザ、くすの木体操（市の健康体操）
等の健康増進のための情報提供があっ

 



た。また、災害対策についても意見交
換している。 

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる 

平塚市介護保険課より派遣されてい

る相談員を月１回受け入れている。

２か月に１回、社会福祉協議会を事

務局とした、グループホーム連絡会

に参加している（介護保険課の方同

席） 

市の担当課に要介護認定更新申請手続
きの代行をしている。市派遣の介護相
談員が毎月来訪し、利用者の話を聴い
ている。市の担当者も参加しているグ
ル-プホーム連絡会に参加している。 

市のグループホーム連絡会に参
加されていますが出席回数が少
ないようです。介護保険制度の
動向や人材確保策等について、
行政や他事業所との情報共有の
ためにも、積極的に参加される
ことを期待します。 

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護
予防サービス指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる 

身体拘束の研修を行なって、実践し
ている。日中は、玄関を開放し、自
由に出入りしている。緊急やむおえ
ない時、一時的に施錠を行う事があ
るが速やかに開放している。 

身体拘束に関するマニュアルに基づ
き、拘束の無い介護に努めている。玄
関やユニット入り口に施錠はなく、開
放的な事業所である。利用者の生活は
安定しており、不意の外出は見られな
い。職員は、年に1回身体拘束点検シー
トによる自己チェックを行い、研修を
受講している。 

 

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている 
 

虐待について、自己点検シートで予

習・確認、研修を行っている。精神

的虐待にならない様、ユニット会

議・カンファレンス等で話合い、声

掛けに注意を払っている。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している 

１階で日常生活自立支援事業（１

名）、成年後見人制度（１名）を活

用しているが、すべての職員が理解

するには至っていない。今後研修を

行い、個々の必要性を検討して行き

たい。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている 

管理者が、ご家族・ご本人に説明

し、理解・納得を図っている。改定

等の際は、充分な説明を行い同意書

を頂いている。 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている 

家族会・行事参加時等、意見交換を

行っている。平塚市介護相談員を月

１回受け入れ、ご利用者様の意見・

要望を引き出して頂いている。意見

箱に設置・苦情相談窓口を玄関など

に表示し、いつでも申し出が出来る

旨を伝えている。 

家族会は、クリスマス会を兼ねて行っ
ている。意見箱を玄関に設置してい
る。外へ出る機会を増やして欲しいと
の要望があり、定期的に事業所外回り
の掃除を兼ね、外気浴ができる時間を
作っている。家族より「認知症にあた
たかい地域でありがたい」と感謝の言
葉があった。家族に、協力して地域交
流を進めたい、とお願いをしている。 
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外
部
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る 
 

代表者がユニット会議に参加する機

会を設けている。管理者は、自己評

価を配布、個々面接等を行って意見

や提案を聞いている。ユニット会議

にて於いて、管理者会議の報告、意

見や提案の把握に努めている。代表

者は、職員に対して、意向調査表を

配布、意見や提案を聴く機会を設

け、反映している。 

ユニット会議を毎月1回実施しており、
法人の管理者会議の報告と意見交換を
している。管理者と職員の個人面談の
機会や日常業務の中でも職員から意
見、要望を聞いている。身体介護から
生活支援中心の業務に変更して欲しい
との職員の申し出に対応している。職
員不足に関する要望に対応して、人材
確保に努めている。 

 

12 ○ ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる 

管理者は、個々面接等において職員

から意見等を聞き、代表者に管理者

会議等で要望・意見等、報告し、給

与水準等、労働条件・職場環境等、

条件の整備に努めている。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている 

法人内外の研修を受ける機会を設け

ている。また、ユニット会議で研修

報告、介護技術等、研修の振り返り

を行って実践に役立てている。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている 

平塚市のグループホーム連絡会の定

例会・事例発表会。地域介護システ

ム会議主催の研修会に参加してネッ

トワークづくりやサービスの質の向

上に努めている。 
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己
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている 
 

アセスメントにおいて、ご本人の要

望に耳を傾け、寄り添い話を聞く場

を常に設け、共感し、安心を確保す

るための関係づくりを初期プランに

あげている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る 
 

初期プランを作成する上で、ご家族

の希望を十分取り入れる事が出来る

様、努めている。面会時や電話によ

り、ご家族等の不安や要望に耳を傾

ける機会を作り関係づくりに努めて

いる。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている 

ご本人・ご家族等の要望を把握し、

アセスメントを行い、必要としてい

る支援を見極めている。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている 
 

出来る事を行う事で、役割を持って

生活して頂き、協力し合える関係を

築けるよう努めている。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている 

ご本人の要望等、連絡したり、面会

に来て頂く、行事に参加して頂く

等、共に支えていく関係を築けるよ

う努めている。 
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている 

ご家族・知人への電話・手紙などで
交流している。面会時は、くつろい
で頂ける環境を提供出来る様、努め
ている。馴染みの美容院へ出掛けた
り、地域行事への参加、近隣のスー
パーでの買い物等で、馴染みの人と
交流が出来るよう支援している。 

毎月、友人の訪問がある利用者がい
る。訪問者のために、椅子とテーブル
を購入し、部屋に置いている。友人と
の電話、手紙、年賀状のやりとりを支
援している。入居前からの馴染みの美
容院に出掛けている利用者も複数名い
る。家族と贔屓の歌手の歌謡ショーに
出かけている利用者もいる。園芸が得
意な利用者は、キャベツやそら豆を栽
培している。 

 

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている 

職員は常に仲介の立場で接してい

る。出来るだけリビングに来て頂

き、体操等に参加して頂いている。

レクリエーションへの参加を通して

互いの関係づくりを支援している。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている 

写真・色紙を贈ったり、管理者・職

員が、面会に行ったり電話等で経過

を伺うなどして関係を断ち切らない

取組を行っている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している。 

ご本人の希望に添える様、会話の中

から意向の把握に努めている。好き

な事・趣味等の把握に努めている。

また、介護相談員に思い・意向を引

出して頂いている。 

日常会話の中で利用者の意向を把握し、
職員間で情報共有するように努めてい
る。把握の困難な利用者には、ボランテ
ィアの来訪時や幼稚園児との交流の機会
を利用して、表情や態度から意向をくみ
取るようにしている。普段、表情の乏し
い利用者が、民謡ボランティアの来訪が
あると、歌に合わせて踊っている。 

 

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている 

アセスメント・ご利用者様との会話

から、これまでの暮らしの把握に努

め、その人らしい過ごし方の把握に

努めている。馴染みの家具を配置す

る・好きな食べ物の把握等行ってい

る。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている 

一人ひとりの対応・会話等、生活の

中で、現状の把握に努めている。変

化等が見られた場合は、カンファレ

ンス・ユニット会議・申し送り等で

情報交換等を行っている。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している 
 

ご利用者様の担当者を決め、より細

かい観察に努めている。アセスメン

トを行い、ご本人・ご家族の希望を

取り入れ、ケアカンファレンスは、

全員で行い介護計画を作成してい

る。 

入居時に1カ月の暫定の介護計画を作成
し、その後は6カ月に1回、モニタリング
とカンファレンスでの意見交換をして、
計画の見直しをしている。医療情報は、
主治医の往診時記録を計画作成に反映し
ている。介護記録は介護計画に沿った内
容となっている。 

 

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている 
 

日々のケア記録・生活チェック表、

申し送り等で情報を共有し、実践・

介護計画の見直しに活かしている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニ
ーズに対応して、既存のサービスに捉われ
ない、柔軟な支援やサービスの多機能化に
取り組んでいる 

併設のデイサービス・有料老人ホー
ムとの交流、他ユニットとの交流
等、必要に応じて対応し支援の幅を
広げている。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している 
 

地域行事への参加、保育園・幼稚園

等との交流、悠悠まつりの開催等、

地域との交流を図っている。また、

地域のボランティアによる民謡の会

を隔月で開催している。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診診断 
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している 
 

訪問医療により適切な医療を受けら

れるよう支援している。状態を医師

に報告・状況に応じご家族との連携

を取っている。また、緊急時におい

ても、速やかに対応して頂いてい

る。 

入居前からのかかりつけ医を継続受診
している利用者がいる。協力医の往診
は、内科が月2回、神経内科が月1回、
歯科は毎週ある。眼科、耳鼻科、皮膚
科に家族対応を原則として通院してい
る。法人職員である看護師が月2回健康
管理に当たっている。訪問マッサージ
師の利用もある。 

 

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している 
 

併設のデイサービスの看護師と連携

を取り合い支援している。月２回、

看護師の出勤があり、情報を伝えて

相談し、指示を仰いでいる。 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。 

入退院時、サマリーを作成し情報交

換を行っている。また、退院指導等

に同席させて頂く等、病院側から情

報を提供して頂いている。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 
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33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援 
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる 
 

重度化した場合や終末期のあり方に

ついてのご家族・主治医・管理者で

話合い看取りを行う場合は、同意書

を頂いている。主治医をリーダー

に、ご家族との連携を密にし、管理

者・看護師を中心にチームで支援に

取り組んでいる。 

契約時に、終末期の在り方について
「重度化対応指針」に基づいて説明し
ている。終末期には、医師や家族と話
し合い、家族の意向に基づき、事業所
での対応が可能であれば看取り介護を
している。これまでに看取りを実施し
た実績がある。職員は、毎年、看取り
介護の研修をしている。 

 

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている 
 

急変時の対応について、研修を行っ

ている。見やすい場所に「緊急手順

表」が貼ってあり、緊急時に活用い

ている。 

定期的な訓練を行っている者もいる

が、全ての職員が実践力を身に付け

ているには、至っていない。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている 
 

苑内での避難訓練を年２回、実施

し、夜間を想定した訓練・風水害時

の訓練を行っている。地域との協力

体制を運営推進会議の際、話し合っ

ている。近隣者へ避難訓練の参加を

呼び掛けている。災害対策委員会を

中心に、誘導方法を身に付け、防災

意識を高めている。 

防災避難訓練は、年2回実施しており、
うち1回は消防署立ち合いのもと、夜間
想定で実施している。訓練実施の際
は、近隣住民に案内をしている。消防
署が実施する起震車での地震体験には
学校帰りの子どもたちも参加してい
る。地域での避難訓練には職員が参加
している。災害備蓄は、非常食、飲料
水とも職員分含め3日分あり、備蓄管理
表で管理している。 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る 

自尊心を傷つけない様な声かけを心

掛けているが、完全とは言えない。

個々が認識する・職員間で注意し合

う等、声掛けの工夫が必要と思われ

る。 

入浴や特に排泄の声かけは、本人の羞
恥心に配慮し、周りに聞こえないよう
に耳元で話すようにしている。失禁で
汚れた時は、トイレから直接脱衣室に
行けるよう構造面の配慮がされてい
る。入浴時は、希望があれば同性介助
に対応している。 

 

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている 
 

日常の会話の中で、ご本人の意思を

引き出せるよう、自己決定できるよ

う努めているが、全ての職員が出来

ているとは言えない、声掛けの工夫

が必要と思われる。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している 
 

健康管理・安全・安楽の確保に留意

し、職員側の都合を優先するのでは

なく、ご利用者様のペースで生活出

来る様、ユニット会議等で確認し合

い、支援しているが、十分とは言え

ない。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している 
 

出来るだけ、ご本人の希望に沿っ

て、支援している。清潔保持が出来

る様、声掛けの工夫をし、更衣の促

し等を行っている。衣類を選んで着

ている方もいる。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている 
 

無理強いせずに声掛けを工夫し、ご

利用者様と職員が一緒に準備・片付

けを行っている。また、お礼の言葉

を必ず掛け、やりがいに繋げてい

る。 

献立と食材は業者に依頼し、調理は職
員が交代で行っている。利用者は下拵
え、みそ汁の味付け、盛り付け、お茶
入れ、下膳など出来ることを手伝って
いる。職員は、必要な方の食事介助、
見守りをしながら、同じテーブルで同
じ食事をしている。誕生日には希望に
より外食をしたり寿司の出前を取った

 



りしている。ボランティアが来訪する
日には、一緒にリビングで焼きそばを
作って楽しむことがある。また、その
時の思い付きで、ファミリーレストラ
ンやコーヒーショップに出掛けること
もある。 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている 

水分・食事摂取量を表にまとめてい

る。水分量の少ない方は、好みの飲

み物を提供、夜間の水分補給等、一

人ひとりの状態を把握、記録し、統

一した支援を行っている。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている 

声掛け・見守り・介助等、ご本人の

力に応じた対応を行っている歯科医

の訪問医療を受け、口腔管理を行っ

ている。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている 
 

排泄チェック表を付け、一人ひとり

の排泄能力・排泄パターンを把握し

ている。必要に応じ、 

声掛け・誘導し、トイレで排泄出来

る様、支援している。 

排泄パターンを「排泄・巡視・体交チ
ェック表」により把握し、タイミング
を見て声かけしている。布パンツ使用
の方が多い。昼はリハビリパンツで、
夜間は睡眠優先でおむつ利用の方もい
る。退院時にカテーテル留置であった
方が、抜去してリハビリパンツ使用に
なった事例もある。 

 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる 

毎朝、牛乳・乳製品を取り入れてい

る。個々の状況に応じて、オリゴ糖

を使用する・水分を多めに促す、運

動・散歩の働きかけを行っている。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている 
 

入浴日・入浴時間を決めず、出来る

だけ、希望に応じて入浴が出来る

様、配慮している。拒否のある方に

は無理に勧めず、声掛けの工夫・タ

イミングに合わせ支援している。 

入浴は週2回を基本としているが、身体
が汚れた時は随時対応している。入浴
を好まない時には、時間を変えたり職
員を代えて対応したり、翌日の入浴と
なる場合もある。希望があれば同性介
助をしている。好みのシャンプーを購
入している利用者もいる。ゆず湯など
で季節感を味わう工夫もされている。 

 

 
 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している 
 

ご本人の意思に任せている。意思を

表せない利用者には、様子観察をし

て、安心して眠れる様、必要に応じ

た対応をしている。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている 
 

薬の説明書をカーデックスにファイ

ルし、一人一人の薬の目的や副作用

を理解するよう努めている。薬剤師

に随時相談・指導を受けられるよう

になっている。服薬チェック表を付

け、薬の確認・服薬の確認を行って

いる。 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている 
 

家事への参加等、一人一人の力を活

かした役割を持っている。行事・レ

クリエーション・音楽鑑賞・散歩・

買い物等で気分転換を図っている。

また、口腔体操等リードして下さる

方、家庭菜園等積極的に取り組んで

いる方がいる。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している 
 

散歩・買い物・レクリエーション等

で外へ出掛けられるよう支援に努め

ている。地域行事への参加等、ご家

族会・運営推進会議・おたより等で

協力を要請している。 

利用者の体調等を見ながら散歩や近く
のスーパーに買物に行っている。天気
の良い日は敷地内の駐車場にベンチや
テーブルを置いて、外気浴やお茶を楽
しんでいる。同一法人運営の通所介護
事業所の送迎車を借りて、月に1回程
度、ドライブに出掛けている。地域の
盆踊り、神社祭り、どんど焼き、公民
館祭りに参加したり、初詣に出かけて
いる。 

 

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している 
 

ご本人が必要とする物を聞き入れ一

緒に買い物に行っている。お金は、

職員が管理しているが、祭りの模擬

店等、財布を持ち、ご本人が食べた

い物を選び、お金を払っている。 
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している 

知人・友人・ご家族と電話をやり取

りしたり、手紙のやり取りの支援を

行っている。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている 
 

季節に応じた装飾を行っている。温

度・湿度は朝・夕、確認している。 

リビングのテーブルの位置等、状況

に応じて工夫をしている。ご利用者

様にとって不快や混乱を招かない

様、刺激がない様、配慮しているが

十分ではない。 

感染症対策のため衛生管理に努め、数
年間インフルエンザの発症はない。毎
朝、廊下の手摺を消毒し、床はモップ
と掃除機で、トイレは次亜塩素酸ソー
ダ液で清掃している。加湿器の設置や
濡れタオルで湿度管理をし、窓を開け
て換気に努めている。廊下には、貼り
絵などの制作物や行事写真が飾られて
いる。また居室入口にはそれぞれマー
クとなる写真が掲示してあり、自室を
分かりやすくする工夫をしている。 

 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合
った利用者同士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている 

一人になれる場所、気の合った者同

士が過ごせる場所等、ソファー・椅

子・テーブル等で工夫している。外

ベンチ等も活用している。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

使い慣れた物や、ご本人の好みの家

具・品物をご本人・ご家族と相談し

ながら配置している。 

居室のエアコン、換気扇、照明、クロ
ーゼットは備え付けられている。ベッ
ド、カーテン、加湿器、ポータブルト
イレ、タンス、テレビ、写真など馴染
みの物が持ち込まれている。よく訪問
する来客のために、椅子やテーブルを
用意している居室もある。毎朝起床時
に窓を開けて換気をし、清掃をしてい
る。 

 

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている 

一人一人の力に応じた寝具（ベッ

ト・サイドレール設置・布団・椅

子）家具等の設置を行っている。 

  

 



 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

〇 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

 1，毎日ある 

○ 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安な区過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 

事業所名 グループホーム苑平塚事業所 

ユニット名 2階 

 
 
 
63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

〇 2，家族の2/3くらいと 

 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

○ 2，数日に1回程度ある 

 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

○ 1，大いに増えている 

 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

〇 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

毎日、朝の申し送り時に復唱し

ている。また、名札の裏に記載

し、いつも確認できるよう配慮

している。職員同志で、常日頃

から理念に基づき、笑顔で穏や

かに過ごせるよう実践に努めて

いる。 

  

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

買い物・散歩時等でお互い挨拶

を交わしている。公民館行事・

自治会行事・子供みまもり隊

等、積極的に参加させて頂いて

いる。また、近隣の幼稚園・保

育園・学童・中学校との交流・

看護学生の実習の受け入れをし

ている。 

  

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている  

道路に面して入りやすい併設の

居宅支援事業所を窓口にして、

地域の方が見学・遊びに来られ

案内している。地域ボランティ

アの受け入れ・地域行事への参

加を通して、支援を受けている

認知症の方の笑顔を見て頂き理

解を深めて頂いている。 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

２ヶ月に１度リビングにて開

催、活動報告をしている。構成

員と意見交換を行い、災害時の

連携・地域との連携等を検討、

サービス向上に努めている。 

  



5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

平塚市介護保険課より派遣され

ている相談員を月１回受け入れ

ている。２か月に１回、社会福

祉協議会を事務局とした、グル

ープホーム連絡会に参加してい

る（介護保険課の方同席） 
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価 

外
部
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

身体拘束の研修を行なって、実
践している。日中は、玄関を開
放し、自由に出入りしている。
緊急やむおえない時、一時的に
施錠を行う事があるが速やかに
開放している。 

  

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

虐待について、自己点検シート

で予習・確認、研修を行ってい

る。精神的虐待にならない様、

ユニット会議・カンファレンス

等で話合い、声掛けに注意を払

っている。 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

１階で日常生活自立支援事業

（１名）、成年後見人制度（１

名）を活用しているが、すべて

の職員が理解するには至ってい

ない。今後研修を行い、個々の

必要性を検討して行きたい。 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

管理者が、ご家族・ご本人に説

明し、理解・納得を図ってい

る。改定等の際は、充分な説明

を行い同意書を頂いている。 

  



10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

家族会・行事参加時等、意見交

換を行っている。平塚市介護相

談員を月１回受け入れ、ご利用

者様の意見・要望を引き出して

頂いている。意見箱に設置・苦

情相談窓口を玄関などに表示

し、いつでも申し出が出来る旨

を伝えている。 

  

 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている 
 

代表者がユニット会議に参加す

る機会を設けている。管理者

は、自己評価を配布、個々面接

等を行って意見や提案を聞いて

いる。ユニット会議にて於い

て、管理者会議の報告、意見や

提案の把握に努めている。代表

者は、職員に対して、意向調査

表を配布、意見や提案を聴く機

会を設け、反映している。 

  

12 ○ ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

管理者は、個々面接等において

職員から意見等を聞き、代表者

に管理者会議等で要望・意見

等、報告し、給与水準等、労働

条件・職場環境等、条件の整備

に努めている。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

法人内外の研修を受ける機会を

設けている。また、ユニット会

議で研修報告、介護技術等、研

修の振り返りを行って実践に役

立てている。 

  



14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

平塚市のグループホーム連絡会

の定例会・事例発表会。地域介

護システム会議主催の研修会に

参加してネットワークづくりや

サービスの質の向上に努めてい

る。 

  

自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

アセスメントにおいて、ご本人

の要望に耳を傾け、寄り添い話

を聞く場を常に設け、共感し、

安心を確保するための関係づく

りを初期プランにあげている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

初期プランを作成する上で、ご

家族の希望を十分取り入れる事

が出来る様、努めている。面会

時や電話により、ご家族等の不

安や要望に耳を傾ける機会を作

り関係づくりに努めている。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

ご本人・ご家族等の要望を把握

し、アセスメントを行い、必要

としている支援を見極めてい

る。 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている 
 

出来る事を行う事で、役割を持

って生活して頂き、協力し合え

る関係を築けるよう努めてい

る。 

  



19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

ご本人の要望等、連絡したり、

面会に来て頂く、行事に参加し

て頂く等、共に支えていく関係

を築けるよう努めている。 

  

 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている 

ご家族・知人への電話・手紙な
どで交流している。面会時は、
くつろいで頂ける環境を提供出
来る様、努めている。馴染みの
美容院へ出掛けたり、地域行事
への参加、近隣のスーパーでの
買い物等で、馴染みの人と交流
が出来るよう支援している。 
 

  

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

職員は常に仲介の立場で接して

いる。出来るだけリビングに来

て頂き、体操等に参加して頂い

ている。レクリエーションへの

参加を通して互いの関係づくり

を支援している。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

写真・色紙を贈ったり、管理

者・職員が、面会に行ったり電

話等で経過を伺うなどして関係

を断ち切らない取組を行ってい

る。 

  

 

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

ご本人の希望に添える様、会話

の中から意向の把握に努めてい

る。好きな事・趣味等の把握に

努めている。また、介護相談員

に思い・意向を引出して頂いて

いる。 

  

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

アセスメント・ご利用者様との

会話から、これまでの暮らしの

把握に努め、その人らしい過ご

し方の把握に努めている。馴染

みの家具を配置する・好きな食

べ物の把握等行っている。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている 

一人ひとりの対応・会話等、生

活の中で、現状の把握に努めて

いる。変化等が見られた場合

は、カンファレンス・ユニット

会議・申し送り等で情報交換等

を行っている。 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

ご利用者様の担当者を決め、よ

り細かい観察に努めている。ア

セスメントを行い、ご本人・ご

家族の希望を取り入れ、ケアカ

ンファレンスは、全員で行い介

護計画を作成している。 

  

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

日々のケア記録・生活チェック

表、申し送り等で情報を共有

し、実践・介護計画の見直しに

活かしている。 

  



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

併設のデイサービス・有料老人
ホームとの交流、他ユニットと
の交流等、必要に応じて対応し
支援の幅を広げている。 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

地域行事への参加、保育園・幼

稚園等との交流、悠悠まつりの

開催等、地域との交流を図って

いる。また、地域のボランティ

アによる民謡の会を隔月で開催

している。 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診診断 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

訪問医療により適切な医療を受

けられるよう支援している。状

態を医師に報告・状況に応じご

家族との連携を取っている。ま

た、緊急時においても、速やか

に対応して頂いている。 

  

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

併設のデイサービスの看護師と

連携を取り合い支援している。

月２回、看護師の出勤があり、

情報を伝えて相談し、指示を仰

いでいる。 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

入退院時、サマリーを作成し情

報交換を行っている。また、退

院指導等に同席させて頂く等、

病院側から情報を提供して頂い

ている。 
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

重度化した場合や終末期のあり

方についてのご家族・主治医・

管理者で話合い看取りを行う場

合は、同意書を頂いている。主

治医をリーダーに、ご家族との

連携を密にし、管理者・看護師

を中心にチームで支援に取り組

んでいる。 

  

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

急変時の対応について、研修を

行っている。見やすい場所に

「緊急手順表」が貼ってあり、

緊急時に活用いている。 

定期的な訓練を行っている者も

いるが、全ての職員が実践力を

身に付けているには、至ってい

ない。 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

苑内での避難訓練を年２回、実

施し、夜間を想定した訓練・風

水害時の訓練を行っている。地

域との協力体制を運営推進会議

の際、話し合っている。近隣者

へ避難訓練の参加を呼び掛けて

いる。災害対策委員会を中心

に、誘導方法を身に付け、防災

意識を高めている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている 

自尊心を傷つけない様な声かけ

を心掛けているが、完全とは言

えない。個々が認識する・職員

間で注意し合う等、声掛けの工

夫が必要と思われる。 

  

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている 
 

日常の会話の中で、ご本人の意

思を引き出せるよう、自己決定

できるよう努めているが、全て

の職員が出来ているとは言えな

い、声掛けの工夫が必要と思わ

れる。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

健康管理・安全・安楽の確保に

留意し、職員側の都合を優先す

るのではなく、ご利用者様のペ

ースで生活出来る様、ユニット

会議等で確認し合い、支援して

いるが、十分とは言えない。 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している 
 

出来るだけ、ご本人の希望に沿

って、支援している。清潔保持

が出来る様、声掛けの工夫を

し、更衣の促し等を行ってい

る。衣類を選んで着ている方も

いる。 

  

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

無理強いせずに声掛けを工夫

し、ご利用者様と職員が一緒に

準備・片付けを行っている。ま

た、お礼の言葉を必ず掛け、や

りがいに繋げている。 
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次のステップに向けて 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

水分・食事摂取量を表にまとめ

ている。水分量の少ない方は、

好みの飲み物を提供、夜間の水

分補給等、一人ひとりの状態を

把握、記録し、統一した支援を

行っている。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

声掛け・見守り・介助等、ご本

人の力に応じた対応を行ってい

る歯科医の訪問医療を受け、口

腔管理を行っている。 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

排泄チェック表を付け、一人ひ

とりの排泄能力・排泄パターン

を把握している。必要に応じ、 

声掛け・誘導し、トイレで排泄

出来る様、支援している。 

  

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

毎朝、牛乳・乳製品を取り入れ

ている。個々の状況に応じて、

オリゴ糖を使用する・水分を多

めに促す、運動・散歩の働きか

けを行っている。 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 
 

入浴日・入浴時間を決めず、出

来るだけ、希望に応じて入浴が

出来る様、配慮している。拒否

のある方には無理に勧めず、声

掛けの工夫・タイミングに合わ

せ支援している。 
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46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

ご本人の意思に任せている。意

思を表せない利用者には、様子

観察をして、安心して眠れる

様、必要に応じた対応をしてい

る。 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

薬の説明書をカーデックスにフ

ァイルし、一人一人の薬の目的

や副作用を理解するよう努めて

いる。薬剤師に随時相談・指導

を受けられるようになってい

る。服薬チェック表を付け、薬

の確認・服薬の確認を行ってい

る。 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

家事への参加等、一人一人の力

を活かした役割を持っている。

行事・レクリエーション・音楽

鑑賞・散歩・買い物等で気分転

換を図っている。また、口腔体

操等リードして下さる方、家庭

菜園等積極的に取り組んでいる

方がいる。 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

散歩・買い物・レクリエーショ

ン等で外へ出掛けられるよう支

援に努めている。地域行事への

参加等、ご家族会・運営推進会

議・おたより等で協力を要請し

ている。 

  

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

ご本人が必要とする物を聞き入

れ一緒に買い物に行っている。

お金は、職員が管理している

が、祭りの模擬店等、財布を持

ち、ご本人が食べたい物を選

び、お金を払っている。 
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51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている 
 

知人・友人・ご家族と電話をや

り取りしたり、手紙のやり取り

の支援を行っている。 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

季節に応じた装飾を行ってい

る。温度・湿度は朝・夕、確認

している。 

リビングのテーブルの位置等、

状況に応じて工夫をしている。

ご利用者様にとって不快や混乱

を招かない様、刺激がない様、

配慮しているが十分ではない。 

  

53  ○共用空間における一人ひとりの居場 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

一人になれる場所、気の合った

者同士が過ごせる場所等、ソフ

ァー・椅子・テーブル等で工夫

している。外ベンチ等も活用し

ている。 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

使い慣れた物や、ご本人の好み

の家具・品物をご本人・ご家族

と相談しながら配置している。 

  

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

一人一人の力に応じた寝具（ベ

ット・サイドレール設置・布

団・椅子）家具等の設置を行っ

ている。 

  

 




